産業廃棄物処理業「収集・運搬及び積替え・保管職種/収集・運搬職務」

【概要】
排出事業所を訪問し、適切に廃棄物を収集し、交通法規を遵守して安全に目的地まで運搬し、作業の効率を考慮して、積込み、積下ろしを行う職務。

【仕事の内容】
収集運搬計画に基づき、定められた時刻通りに顧客である排出事業者から廃棄物を収集し、中間処理施設等の目的地に運搬する仕事である。実務者においては、使用する運搬車両に応じた操作技術を習得する必要があるとともに、廃棄物処理法や取り扱う廃棄物の性状等に関する深い知識が求められる。
【求められる知識・経験】
（１）廃棄物を積み込み・積み下ろし、運搬するために、必要な車両、特殊車両の運転資格が求められ、また操作技能も効率性、安全性を左右する。同時に、適切に車両を維持するために、車両点検に関する知識も必要である。
（２）顧客、収集・運搬業者と廃棄物の受渡しを行うにあたり、廃棄物の特性や危険性に関する知識が必要である。またこの受渡しに際し法的に求められる、マニフェスト、委託契約に関する知識も必要である。

（３）廃棄物処理法における廃棄物の定義、業の許可、適正処理、排出者責任等の知識が求められる。

【関連する資格・検定等】

・大型自動車［各都道府県の公安委員会、実施機関：各都道府県警察］

・クレーン・デリック運転士免許［国家資格：厚生労働省、実施機関：(財)安全衛生技術試験協会］

・自動車整備士［国家資格：国土交通省、実施機関も同様］

【平成１１年改定・労働省職業分類（小分類）との対応】

　　479　その他の自動車運転の職業（479-10 危険物取扱者）
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